
□開館時間 午前9時30分から午後5時まで
 （入館は午後4時30分まで）
□休館日 月曜日（月曜日が祝日及び振替休日のときはその翌日）
 12月29日～1月3日
 ただし、展示替え等のため臨時に休館することがあります。
□観覧料

利用案内

□地下鉄（都営新宿線） 「東大島駅」下車　大島口より徒歩5分
□バ　ス（都営バス）

「東大島駅前」下車徒歩5分
•草24（浅草寿町～東大島駅）
•平28（平井駅～東大島駅）

「第五大島小」下車徒歩2分
•亀24（亀戸駅～葛西橋） 　
•門21（門前仲町／東陽町～東大島駅）
•錦28（錦糸町駅～東大島駅）

交通案内

施設内容
3階　常設・企画展示室、展望室
2階　郷土の歴史・昭和の暮らし紹介展示室
1階　総合案内、会議室

案内図

〒136-0072　江東区大島9-1-15
TEL.03（3636）9091　 FAX.03（3636）9094
https://www.kcf.or.jp/nakagawa/

中川番所略史

中川船番所関係年表

１５９０ 天正１８ 徳川家康、江戸に入る。
  このころ小名木川が開削される。
１５９６ 慶長元 深川八郎右衛門が深川を開拓する。
１６０３ 慶長８ 江戸幕府が開かれる。
１６４７ 正保４ このころ小名木川の西端、隅田川口に
  深川番所ができる。
１６５４ 承応３ 利根川本流を銚子口に結ぶ工事が完了。
  銚子から関宿、江戸川、新川（船堀川）、中川、
  小名木川、隅田川、江戸（日本橋）という
  川船の航路が開かれる。
１６６１ 寛文元 深川番所が小名木川東端の中川口に移転する。
  中川番所が設置される。
１７０1 元禄１4 材木置場の移転により（木場の完成）、
  埋め立てが行われ土地が拡大し、現江東区内
  に運河のネットワークが形成される。
１７９１ 寛政３ 小林一茶が中川番所を通り、女性の抜け道を
  「茨の花　爰をまたげと　咲にけり」と詠む。
１８６７ 慶応３ 江戸幕府が滅びる。
１８６９ 明治２ 全国の関所が廃止。中川番所も廃止される。

江東区大島９丁目１番地は、『江戸名所図会』や江戸図から、
中川番所跡地として推定されていました。
平成７年（1995）同地で土壌処理作業が行われた際、多
数の瓦片が出土したため、土地所有者の日本化学工業㈱が
主体となって、江東区中川船番所遺跡発掘調査団が組織され、
番所の礎石の一部や柱材・硯や下駄などを発掘しました。
中川番所は、小名木川西端の隅田川口に設けられていた
深川番所が、寛文元年（1661）、東端のこの地に移転したも
のです。小名木川は徳川家康が最初に開削した運河で、関
東一円の水体系「奥川筋」（関東・東北地方南部を含む地
域の水系の総称）とつながり、ここから江戸に出入りする船は、
必ず中川番所で検査を受けることになっていました。「水路から
みた江戸への入口」の関所が中川番所でした。

一般（大人） 200円 （150円）
小・中・高校生等 50円 （130円）
※カッコ内は20人以上の団体料金です
※障害者手帳などを提示された方、及び介護者1名は
　割引となります（一般100円、小中高校生等20円）

心にうるおい、地域ににぎわい。

「名所江戸百景　中川口」歌川広重画（部分）／江東区教育委員会所蔵
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形づくられる江東
中川番所の成立中川番所の機能と役割中川番所の廃止
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中川番所再現
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休憩スペースです。
江戸時代の想像眺望図と
ともに、旧中川・小名木川
が展望できます。

1. 川の関所・中川番所再現ジオラマ

3. 江戸和竿と釣り文化

展 

望 

室

ちょう ぼう

江戸・東京周辺の釣り文化の歴史、
機能と美しさを兼ね備えた江戸和竿や
釣り道具の数 を々展示します。

江東区の昔の農業・漁業・産業などの
歴史を紹介します。また、昭和の暮らしを
紹介したコーナーでは、昔の生活道具や
お茶の間の再現を展示しています。

音響や照明の効果により、まるで江戸時代にタイムスリップしたかのよ
うな空間が広がります。出土遺物や番所に関する資料も展示します。

※会議室利用は、利用案内をご覧ください。2. 江戸をめぐる水運／江戸から東京へ
江東区周辺の河川を中心に、江戸時代から近代（明治
～昭和）までの関東の水上交通の歴史を取り上げます。

3F 常設・企画展示室
Permanent Planned Exhibition Room 2F 郷土の歴史・

昭和の暮らし紹介展示室
Local History & Culture Introduction Room

1F 総合案内、会議室
Information, Conference Room


